
適温水補給ユニットLUS型は、給湯と給水を混合して適温水を製造し、一つの使用箇所に

供給するための、先止め単栓式ミキシングバルブユニットです。

安全に永くご使用頂くために、この取扱説明書をお読み頂き正しくご使用下さい。
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※ 差圧比とは、ミキシングバルブへの給湯・給水の作動時圧力（供給圧力）と

ミキシングバルブの混合水出口側に立つ圧力（背圧）との差を云います。

例) 給湯作動時圧力：0.2MPa、給水作動時圧力：0.1MPa、混合水出口圧力（背圧）

0.05MPaの差圧比は（0.2-0.05）：（0.1-0.05）= 0.15：0.05となりこの場合の

差圧比は3：1です。

適温水補給ユニット　型式：LUS-5　取扱説明書

最小使用差圧 0.05MPa

最大使用差圧比

最適使用圧損

最適温調範囲

最高給湯温度

最低給水温度

入口50A×出口50A

0.7MPa

1,000L/min

0.4MPa

口径（呼び径）

最高許容圧力

1℃

 逆止弁

 RADA ミキシングバルブ

名 　　　称

 ユニオン

 メンテナンスバルブ

 温度計

 ストレーナー

最大流量

最大使用差圧

3：1

0.1～0.2MPa

30～50℃

90℃

株式会社日本レオナード商会

Ⅰ－概要

Ⅱ－各部名称

Ⅲ－仕様

※
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● 適温水補給ユニットから複数の自動弁を介して浴槽へ補給する用途、シャワーやカランの

　 元制御としての用途、出口側手動弁で流量を大きく絞り込む用途では使用出来ません。

　 その場合は別途ご相談下さい。

● 水道水又は飲料に適した井水をご使用下さい。温泉水は使用出来ません。

● ユニットへの供給圧力が安定しないと出湯温度が安定しない場合があります。

　 この場合は減圧弁で一定圧力に調圧して下さい。

● 最適制御の為には、給湯温度及び給水温度と混合水温度との温度差が20℃以上必要です。

　 例) 混合水温度が42℃の場合、給湯温度：62℃以上　給水温度：22℃以下

① 壁面に対し垂直方向　※水平取付けは温調不良の原因となるので不可です。

② 調整や点検が容易に出来る位置に取付けて下さい。経年の劣化等による漏水発生に備えて

　 漏水事故で損害発生が予測されるような場所への設置は避けて下さい。

③ 各々の配管をユニットに接続する際は無理な応力がかからない様に注意して下さい。

　 給湯と給水の入口を確認して下さい。標準は下図(1)の向かって左が給湯、右が給水、出口

　 下です。現場にて湯水逆接続や混合水出口を上下逆にする必要があった場合は、そのまま

　 使用せずに必ずメーカーに連絡して下さい。

Ⅴ－取付け

Ⅳ－注意事項
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● 取付が完了し通水した後は下記の要領でストレーナーを

　 点検し、必要であれば清掃して下さい。

　①ユニットの給湯・給水のメンテナンスバルブを閉じて

　　下さい。

　②混合水出口側のバルブ（電動弁）を開け残圧を抜いて

　　下さい。その後バルブ（電動弁）を閉じて下さい。

　③ストレーナーキャップを外しストレーナースクリーン

　　を取り出して点検して下さい。

　④点検・清掃後、元通りに戻して下さい。

　　その際、パッキンを忘れない様にご注意下さい。

※温度調節の前に、湯水が逆接続になって

　いないか、また、給湯・給水が所定の圧力で

　供給されているかを今一度確認して下さい。　

①給湯・給水入口のメンテナンスバルブ（ボール

　バルブ）を開いて下さい。

②混合水出口側のバルブ（電動弁）を開いて

　下さい。

③温度計を見ながらミキシングバルブ中央の温調

　ハンドルを必要温度が出るように調整して下さい。

    時計回りにハンドルを動かすと温度が上昇し、反時計回りに動かすと温度が下降します。

　※温調ハンドルを時計回りいっぱいに動かしても希望の温度が得られない場合は、次項の

　　「最高温度設定」を参照して調整して下さい。

④混合水出口側のバルブ（電動弁）を開閉させて、出湯温度の確認を行って下さい。

Ⅶ－温度調節

Ⅵ－通水後の点検

温調ハンドル

メンテナンス

ストレーナー

スクリーン

キャップ

パッキン

ストレーナー

キャップ

バルブ
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①温調ハンドルを時計回りにカバーの

　ストッパーに当たるまで動かして下さい。

　最高温度がご希望の温度に満たない場合は

　下記の要領で最高温度設定をして下さい。

②温調ハンドルを①の位置で円錐ナットを

　緩め、温調ハンドルを取り外して下さい。

　

③温調ハンドルを中央（12時）の位置で

　スピンドルに差し込み、円錐ナットで

　固定し、温度計を見ながら温調ハンドルを

　時計回りに少しづつ動かして下さい。

　温度が上昇していきます。

④希望する温度になった位置で温調ハンドル

　が動かない様に手で固定して円錐ナットを

　緩めハンドルを外して下さい。

　次に、温調ハンドルを取付ける際は

　温調ハンドルとカバーのストップピン

　が当たってそれ以上時計回りに動かな

　い位置でセットして下さい。

Ⅷ－最高温度設定 ※作業は温水を出しながら行って下さい。

円錐ナット

温調ハンドル

ストップピン

ストップピン

ストップピン

ストップピン
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　　 経年による機能低下が起こった場合は、内部部品（チューブ＆シャトルアッセンブリーやサーモスタット

　　 アッセンブリー）を交換する事によって新品の機能に復旧する事が出来ます。内部部品の交換は次の要領

 　　で行って下さい。

　　 

　　 ①円錐ナットを緩め、温調ハンド

　　　 ル、ギア付ブッシュ、グランド 　

　　　 ナットを外して下さい。

　　 ②カバービス（12本）を緩め

　　　 カバーを外して下さい。

　　 ③サーモスタットをカバーから

　　　 外して下さい。

　　 ④ピポッドビスを緩めてレバーを

　　　 外して下さい。ロッキングリン

　　　 グをマイナスの貫通ドライバーとハンマーを使用し反時計

　　　 回りに緩めて下さい。次にロッキングブッシュを時計回り

　　　 に、マイナスの貫通ドライバーとハンマーを使用し、本体

　　　 にねじ込んで下さい。チューブ＆シャトルが外せます。

　　 ⑤新しいチューブ＆シャトルのチューブ先端の切り込みを

　 　　ボディに打ち込まれたチューブ固定用ピンにしっかりと

　　　 差し込んで下さい。

 　　⑥チューブのもう一方をロッキングブッシュに差し込み

　　　 チューブがしっかりと固定する所までロッキング ブッシュ

　　　 を反時計回りにねじ戻して下さい。次にロッキングリング

　　　 を本体側いっぱいまでねじ込んで下さい。

　　 ⑦シャトルの中央にあるドライブピンをレバーの中央の穴に

　　　 合わせ、ピポッドビスを締め込んでレバーを取付けて

　　　 下さい。

　　 ⑧新しいサーモスタットをカバーに差し込み、グランド

　　　 パッキン、グランドリング、スプリング、グランドナット

　　　 を取付けて下さい。この時、サーモスタットのスピンドル

　　　 先端に傷をつけない様注意して下さい。

　　 ⑨サーモスタットのツメがレバー先端の穴にはまる様に

　　　 カバーを取付けて下さい。その際、カバーパッキンを　

　　　 入れ忘れない様注意して下さい。

　　 ⑩カバービス12本を片締めにならない様、均等に締め付け、

　　　 最後に前述の温度調節・最高温度設定を行って下さい。

Ⅸ－メンテナンス
※カバービスを取り外すには６mmの六角レンチが必要です。

ギア付

ブッシュ

ボディ

グランドリング

カバービス(六角ビス)
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Ⅹ－ミキシングバルブ部品表
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